おおさかＱネット「発達障がいに対する府民意識」に関するアンケート　分析結果概要

■実施期間　平成29年9月15日（金）～　9月20日（水）
■サンプル数　国勢調査結果（平成27年）に基づく性・年代・居住地（4地域）の割合で割り付けた18歳以上の大阪府民1,000サンプル
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大阪市域　　：大阪市
北部大阪地域：豊中市、池田市、吹田市、高槻市、茨木市、箕面市、摂津市、島本町、豊能町、能勢町
東部大阪地域：守口市、枚方市、八尾市、寝屋川市、大東市、柏原市、門真市、東大阪市、四條畷市、交野市
南部大阪地域：堺市、岸和田市、泉大津市、貝塚市、泉佐野市、富田林市、河内長野市、松原市、和泉市、羽曳野市、高石市、藤井寺市、泉南市、大阪狭山市、阪南市、忠岡町、熊取町、田尻町、岬町、太子町、河南町、千早赤阪村


1.　調査目的
　平成28年「発達障害者支援法」の改正により、発達障がい者の支援は社会的障壁の除去に資することを旨として行うことが基本理念として規定され、発達障がいも社会モデル（※）によって定義されることが明らかとなった。
大阪府では、平成26年3月に「発達障がい児者支援プラン」（計画期間：平成25年度～平成29年度の5年間）を策定し、発達障がい児者の支援を行っている。現行のプランが終了するのに合わせ、社会的な発達障がいへの理解度や、それに基づく合理的配慮がどの程度理解され、受け入れられているのか、その現状を把握し、平成30年からの発達障がい児者支援施策の検討資料とするとともに、今後の施策効果を検討する基点としたい。
· 社会モデル…障がい者が日常生活や社会生活の中で不便を感じるのは、その人に障がいがあるからで　　　　はなく、不便を生み出しているのは社会の側であり、問題解決のためには社会が変わらなければならないという考え方。

2.　主な調査（検証）項目
1 若い世代の方が、発達障がいについてよく知っている。
2 子どものいる人の方が、そうでない人に比べて発達障がいについてよく知っている。
3 発達障がいに関する知識の有無により、発達障がいに対する考えや行動に差が見られる。また、合理的配慮の実践という考えに対する共感度合により、今後の配慮行動に対する意識に差が見られる。
4 発達障がいのある人と接した経験の有無により、発達障がいの可能性のある人に対する行動に差が見られる。また、発達障がいのある人と接した経験のある人の中でも、発達障がいに関する知識の有無により、考えや行動に差が見られる。

3.　主な調査（検証）結果
1 「発達障がい」という言葉の認知度については年代間であまり差は見られなかったものの、発達障がいの認知層の中では、高齢層に比べ若年層の方が、発達障がいに関して多くの知識を持っていることが分かった。
2 子どものいる人の方が、子どものいない人に比べ、発達障がいを認知している割合は高かった。発達障がいの認知層における、発達障がいに関する知識量については、子どもの有無での差はあまり見られなかった。
3 発達障がいについてよく知っている人ほど、発達障がいのある人に対する意識や行動について前向きな回答をした割合が高い。また、「障がいを理由とした不当な扱いをなくすためには合理的配慮の実践が求められる」という考えに対して「共感できる」と回答した人の方が、「共感できない・分からない」と回答した人に比べ、今後、発達障がいのある人に対して配慮ある行動が「できると思う」と回答した割合が高かった。

4 発達障がいのある人と接した経験のある人の方が、そうでない人よりも、発達障がいのある人に対する意識や行動について前向きな回答をした割合が高い。また、発達障がいのある人と接した経験のある人の中でも、より発達障がいに関する知識を持っている人の方が、発達障がいのある人に対する意識や行動について前向きな回答をした割合が高い。

（注）
1.　「おおさかＱネット」の回答者は、民間調査会社に登録するインターネットモニターであり、回答者の構成は無作為抽出サンプルのように「府民全体の縮図」ではない。そのため、アンケート調査の「単純集計（参考）」は、無作為抽出による世論調査のように「調査時点での府民全体の状況」を示すものではなく、あくまで本アンケートの回答者の回答状況にとどまる。ただし、性別、年齢、地域に関しては、直近の国勢調査の大阪府の構成比に合わせている。
2.　割合を百分率で表示する場合は、小数点第2位を四捨五入した。四捨五入の結果、個々の比率の合計と全体を示す数値とが一致しないことがある。
3.　図表中の表記の語句は、短縮・簡略化している場合がある。
4.　図表中の上段の数値は人数（n）、下段の数値は割合（％）を示す。
5.　図表下にカイ2乗検定の値（p値）を記載しているものは、信頼度5％水準で統計上の有意差がみられたもの。原則は自由度1での検定となるが、自由度2以上でも有意差の見られたものについては、ｐ値と合わせて自由度を記載している。
6.　複数回答のクロス集計については、カイ2乗検定を行っていない。















1.　性・年齢層別、発達障がいへの理解
　性・年齢層別において、発達障がいの認知度や知識レベルに差が見られるかを検証する。年齢層は、18～39歳の回答者を【若年層】、40～59歳を【中間層】、60歳以上を【高齢層】とする。

　1-1　発達障がいの認知
発達障がいの認知度を尋ねる質問に対し、「言葉も内容も知っている」、「聞いたことはあるが、内容はよく知らない」と回答した人を【認知層】、「知らない」と回答した人を【非認知層】とする。
· 「発達障がい」という言葉に対する認知度は、性別、年齢層別に大きな差が見られなかったが、「言葉も内容も知っている」と回答した割合は、中間層・高齢層に比べ若年層で高いことが分かった。（図表1-1）
【図表1-1】
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　1-2　発達障がいについて知っていること
【認知層】に対し、発達障がいの特徴や関連する情報7項目を提示し、知っているものがあるかを質問した（複数回答）。
（参考）単純集計結果
· 最も回答した割合が高かった項目は、「注意欠如や多動性が見られることがある（66.2％）」、次いで「生まれつきの発達特性であり、親のしつけや家庭環境、ストレス等は関係ない（64.0％）」、「興味や行動の偏り・こだわりが見られることがある（60.3％）」であった。
· 【認知層】のうち、「上記の内容について知っているものはなかった」と回答した割合は12.2％であった。（図表1-2-1）
【図表1-2-1】
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性・年齢層別クロス集計
提示した7項目（「上記の内容について知っているものはなかった」を除く）に対し、回答者の平均回答個数が3.56個であったことから、4～7個回答した人を【よく知っている】層、1～3個回答した人を【知っている】層、「上記の内容について知っているものはなかった」と回答した人を【知らない】層とし、分析を行った。
· 性別では、男性に比べて女性の方が、【よく知っている】層の割合が高い。
· 年齢層別では、高齢層に比べて若年層の方が、【よく知っている】層の割合が高い。（図表1-2-2）
【図表1-2-2】
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2.　家族構成別、発達障がいへの理解
　乳幼児健診等での発達障がいの早期発見や早期発達支援については重点的に取り組んできた経緯から、子どものいる家庭とそうでない家庭において、発達障がいの認知や知識レベルに差が見られるか、これまでの取組の効果検証と位置付け、分析を行う。高校生以下の子どもがいる家庭を【子どもがいる】、そうでない家庭を【子どもがいない】とする。
2-1　発達障がいの認知
家族構成別に、発達障がいの認知度を検証する。
· 【子どもがいない】層に比べ【子どもがいる】層の方が、発達障がいの認知度が高い。（図表2-1）
【図表2-1】
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2-2　発達障がいについて知っていること
　家族構成別に、発達障がいに関する知識に差が見られるかを検証する。
· 家族構成別では、発達障がいに関する知識レベルに大きな差は見られなかった。（図表2-2）
【図表2-2】
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3.　発達障がいに対する理解と、意識・行動との関係性
3-1　発達障がいの認知・知識レベルと、意識・行動との関係性
　発達障がい、及び発達障がいのある人に対する意識・行動について、発達障がいの認知や知識レベルにより差が見られるかを検証する。
　本調査では、まず4つの障がい（身体障がい、知的障がい、精神障がい、発達障がい）それぞれに対する意識・行動を調査する質問（表組複数回答形式）を行った。それぞれの項目を選択した人を【できる】、選択しなかった人を【できない】とする。
（参考）4つの障がいそれぞれに対する意識行動（表組MA）　単純集計結果
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発達障がいに関して「相手にその障がいがあるか判断できる」、「相手にとっての社会的障壁をイメージできる」、「相手の社会的障壁を取り除くための配慮をイメージできる」、「実際にサポートや声掛けを行ったことがある」の4項目全てにおいて、
· 発達障がいの認知度別では、【認知層】の方が、【非認知層】に比べ、【できる】と回答した割合が高かった。
· 発達障がいに関する知識レベル別では、【よく知っている】層になるにつれ、すなわち知識レベルが高くなるにつれ、【できる】と回答した割合が高かった。（図表3-1-1～3-1-4）


【図表3-1-1　相手に発達障がいがあるか判断できる】
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【図表3-1-2　相手の社会的障壁をイメージできる】
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【図表3-1-3　相手の社会的障壁を取り除く配慮がイメージできる】
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【図表3-1-4　実際にサポートや声掛けを行ったことがある】
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次に、発達障がいのある人に配慮した行動と考えられる例5項目を提示し、今後、自身が行うことができると思うかを質問した。それぞれの項目に対し、「できると思う」、「自身の負担にならない範囲ならできると思う」と回答した人を【できる】、「なかなか行動できないと思う」、「分からない」と回答した人を【できない・分からない】とする。
　「『いつ』、『どこで』、『何を』、『どのような方法で』と具体的な手順（説明、指示など）を含めて話す」、「写真や図、絵などの視覚的な情報（説明、指示など）などの手法も併せて話す」、「相手に無理をさせていないか日ごろから気にかけておく」、「相手の長所を見つけ、肯定的に話をする」、「適切ではない行動を指摘するときは、その理由と望ましい行動についても簡潔に説明する」の全項目において、
· 発達障がいの認知度別では、【認知層】の方が、【非認知層】に比べ、【できる】と回答した割合が高かった。
· 発達障がいの知識レベル別では、【よく知っている】層になるにつれ、すなわち知識レベルが高くなるにつれ、【できる】と回答した割合が高かった。（図表3-1-5～3-1-9）

【図表3-1-5　具体的な手順（説明、指示など）を含めて話す】
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【図表3-1-6　資格的な情報（説明、指示など）の手法も併せて話す】
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【図表3-1-7　相手に無理をさせていないか気にかけておく】
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【図表3-1-8　相手の長所を見つけ、肯定的に話をする】
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【図表3-1-9　相手を指摘する際には、その理由と望ましい行動についても簡潔に説明する】
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　最後に、上記【図表3-1-5～3-1-9】にあるような具体的な行動例を踏まえ、今後、発達障がいのある人に接する際にその人の特性に応じた配慮ある行動をとることができると思うかを質問し、総合的な意識を調査した。「行動できると思う」、「自身の負担にならない範囲なら行動できると思う」と回答した人を【行動できる】、「なかなか行動できない（あまり関わらないようにする）と思う」、「分からない」と回答した人を【行動できない・分からない】とする。
· 発達障がいの認知度別では、【認知層】の方が、【非認知層】に比べ、【行動できる】と回答した割合が高かった。
· 発達障がいに関する知識レベル別では、【よく知っている】層になるにつれ、すなわち知識レベルが高くなるにつれ、【行動できる】と回答した割合が高かった。（図表3-1-10）
【図表3-1-10】
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　3-2　合理的配慮に対する理解と、今後の配慮行動に対する意識の関係性
次に、合理的配慮に対する理解と、今後の配慮行動に対する意識の関係を検証する。

「合理的配慮」の認知度別、合理的配慮の実践に対する理解
まず、「合理的配慮」という言葉の認知度合と、「障がいを理由とした不当な扱いをなくすためには合理的配慮の実践が求められる」という考え方に対する理解について、関係性が見られるかを検証する。「合理的配慮」について知っていたかという質問に対し、「言葉も内容も知っていた」、「聞いたことはあるが、内容はよく知らなかった」と回答した人を【認知層】、「知らなかった」と回答した人を【非認知層】とする。また、合理的配慮の実践に対する理解に関する質問に対し、「共感できる」、「ある程度は共感できる」と回答した人を【共感できる】、「共感できない」、「あまり共感できない」、「分からない」と回答した人を【共感できない・分からない】とする。
· 「合理的配慮」という言葉の【認知層】の方が、【共感できる】と回答した割合が高い。
· 【非認知層】についても、「合理的配慮」に関する説明を一読した上で【共感できる】と回答した割合は約6割に上った。一方で、「分からない、どちらとも言えない」と回答した割合は【非認知層】のうち3割強であった。（図表3-2-1）
【図表3-2-1】[image: ]
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合理的配慮の実践に対する理解別、今後の配慮行動に対する意識
　次に、合理的配慮の実践に対する理解と、今後の配慮行動に対する意識に関係性が見られるかを検証する。
· 合理的配慮の実践に対する理解として【共感できる】と回答した層の方が、【行動できる】と回答した割合が高い。一方で、合理的配慮の実践が求められる、という考えには共感しながらも個人レベルの配慮行動に困難さを感じている人は、【共感できる】層の約3割（全体の約2割）に上った。
· 【共感できない・分からない】層については、その約8割が【行動できない・分からない】と回答している。
【図表3-2-2】
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4.　発達障がいのある人と接した経験と、意識・行動との関係性
　広汎性発達障がい（自閉症スペクトラム障がい）の出現率は、人口に対し1～2％程度と考えられている（厚生労働省「みんなのメンタルヘルス総合サイト」より）。平成27年の国勢調査に基づくと、大阪府内には89,000～177,000人程度、発達障がいのある人がいると考えられる。接し方・頻度に個人差はあると考えられるが、これまでに発達障がいのある人に接した経験の有無により、発達障がいに対する考えや行動に差が見られるかを検証する。
　過去に発達障がいのある人に接したことがあるか、という質問に対し、「ある」、「今まで見聞きした情報に基づくと、発達障がいの可能性があると感じた人に接したことがある」と回答した人を【経験あり】、「ない」、「分からない」と回答した人を【経験なし】とする。また、【経験あり】層の中でも、発達障がいに関する知識レベルにより、【よく知っている】（Ｑ3にて4個以上選択した人）、【知っている】（Ｑ3にて1～3個選択した人）、【知らない】（Ｑ3にて「知っているものはなかった」を選択した人）に分類し、傾向を分析する。
· 【知らない】層はn=30以下につき参考値とし、分析は行っていない。
まず、発達障がいに関する意識・行動に関する「相手にその障がいがあるか判断できる」、「相手にとっての社会的障壁をイメージできる」、「相手の社会的障壁を取り除くための配慮をイメージできる」、「実際にサポートや声掛けを行ったことがある」の4項目を分析する。
· 発達障がいのある人と接した経験別では、【経験あり】層の方が、【経験なし】層に比べ、4項目全てで【できる】と回答した割合が高かった。（図表4-1～4-4）
· 【経験あり】層における発達障がいに関する知識レベル別では、【よく知っている】層の方が、【知っている】層に比べ、4項目全てで【できる】と回答した割合が高かった。

【図表4-1　相手に発達障がいがあるか判断できる】
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【図表4-2　相手の社会的障壁をイメージできる】
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【図表4-3　相手の社会的障壁を取り除く配慮がイメージできる】
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【図表4-4　実際にサポートや声掛けを行ったことがある】
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次に、発達障がいのある人に配慮した行動例5項目について、発達障がいのある人に接した経験の有無等により、今後の配慮行動に対する意識に差が見られるかを検証する。
· 発達障がいのある人と接した経験別では、【経験あり】層の方が、【経験なし】層に比べ、5項目全てで【できる】と回答した割合が高かった。（図表4-5～4-9）
· 【経験あり】層における発達障がいに関する知識レベル別では、【よく知っている】層の方が、【知っている】層に比べ、5項目全てで【できる】と回答した割合が高かった。

【図表4-5　具体的な手順（説明、指示など）を含めて話す】
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【図表4-6　資格的な情報（説明、指示など）の手法も併せて話す】
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【図表4-7　相手に無理をさせていないか気にかけておく】
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【図表4-8　相手の長所を見つけ、肯定的に話をする】
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【図表4-9　相手を指摘する際には、その理由と望ましい行動についても簡潔に説明する】
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[image: ]


最後に、今後、発達障がいのある人に接する際に、その人の特性に応じた配慮ある行動をとることに対する総合的な意識について、発達障がいのある人に接した経験の有無等により、差が見られるかを検証する。
· 発達障がいのある人と接した経験別では、【経験あり】層の方が、【経験なし】層に比べ、【行動できる】と回答した割合が高かった。（図表4-10）
· 【経験あり】層における発達障がいに関する知識レベル別では、【よく知っている】層の方が、【知っている】層に比べ、【行動できる】と回答した割合が高かった。

【図表4-10】
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5.　今後の配慮行動に対する意識と、発達障がいに対する意識
　今後、発達障がいのある人に接する際、相手に応じた配慮ある行動をとることができるか、という質問に対し、【行動できる】と回答した人が過半数を占めた（55.2％）が、「相手に発達障がいがあること」の判断や、「社会的障壁をイメージできる」と回答した人は全体の2割、その「社会的障壁を取り除く配慮をイメージできる」と回答した人は1割程度にとどまった（3.単純集計結果参照）。以上から、今後の配慮行動に対する意識により発達障がいに対する意識に差があるかを検証するとともに、一人ひとりが配慮ある行動をとる上でのネックを分析する。
· 「相手に発達障がいがあるか判断できるか」、「相手の社会的障壁をイメージできるか」、「相手の社会的障壁を取り除く配慮がイメージできるか」のそれぞれの項目について、【できる】と回答した割合は、今後の配慮行動に対する意識として【行動できる】と回答した人の方が高い。（図表5-1～5-3）
· しかしながら、今後の配慮行動に対する意識として【行動できる】と回答した人の中でも、「相手に発達障がいがあるか判断できるか」と「相手の社会的障壁をイメージできるか」の項目については約7割、「相手の社会的障壁を取り除く配慮がイメージできるか」の項目については8割超が、【できない】と回答している。
· さらに、発達障がいのある人に対して配慮行動を求められるにあたり不安に感じること（複数回答）として、今後の配慮行動に対する意識では【行動できる】と回答した層、【行動できない・分からない】と回答した層ともに、「相手にとって何が配慮のある行動か分からない（【行動できる】層：53.6％、【行動できない・分からない】層：45.8％）」という回答が最も多かった。また、今後の配慮行動に対する意識として【行動できる】と回答した層では、次いで「相手にとって過度な配慮（お節介）になるような気がする（36.2％）」、「発達障がいかどうか分からない中で配慮ある行動はとれない（27.9％）」と続き、【行動できる・分からない】と回答した層では、「発達障がいかどうか分からない中で配慮ある行動はとれない（25.7％）」、「1つ1つの行動が配慮あるものかどうか判断していくことがしんどい（24.3％）」と続いた。（図表5-4）

　以上から、今後の発達障害のある方への配慮行動に対する意識として【行動できる】と回答した人は約5割に上るものの、相手が発達障がい又はその可能性があるということが分かっており、具体的な行動がイメージできているという前提のもとで、【行動できる】と回答している可能性が考えられる。発達障がいに対する対応状況（図表5-1～5-3）や、配慮行動を行う上での不安（図表5-4）に対する回答を考慮すると、そもそも相手に発達障がいがあるのかどうか、そして具体的な配慮行動とはどのようなものなのか、が分からなければ、実際の行動にはつながりにくいと思われる。本調査により、府民の発達障がいに対する理解と今後の配慮行動に対する意識の間に関連性が見られたことから、府民一人ひとりが発達障がいのある人に対し配慮ある行動ができるようになるためには、発達障がいに対する理解をより一層深めることが必要であり、今後も引き続き啓発活動を行うことが重要であると考えられる。






【図表5-1　相手に発達障がいがあるか判断できる】
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【図表5-2　相手の社会的障壁をイメージできる】
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【図表5-3　相手の社会的障壁を取り除く配慮がイメージできる】
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【図表5-4】
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Q2.あなたは、「発達障がい」について知っていますか。(SA)
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Q3.発達障がいに関する以下の内容について、あなたが知っているものはありますか。(MA)
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1. 生まれつきの発達特性であり、親のしつけや家庭環境、ストレス等は関係ない

2. 相互的な対人関係や、表情やしぐさから相手の感情を読み取ることなどに困難さが見られることがある

3. 興味や行動の偏り・こだわりが見られることがある

4. 注意欠如や多動性が見られることがある

5. 読む、書く、計算するなど、学習に必要な能力の一部に極端な困難さが見られることがある

6. チックや吃音が見られることがある

7. 公立小中学校の通常の学級に在籍する児童生徒のうち、発達障がいの可能性があり
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Q3.発達障がいに関する知識(SA)
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Q2.あなたは、「発達障がい」について知っていますか。(SA)
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Q3.発達障がいに関する知識(SA)
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Q6.それぞれの障がいについて、あなたの考え・行動にあてはまるものを、すべて選択してください。(表組MA)
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Q6.相手に発達障がいがあるか判断できる
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Q6.相手の社会的障壁をイメージできる
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Q6.相手の社会的障壁を取り除く配慮がイメージできる
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Q6.実際にサポートを行った経験がある
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Q11.「いつ」、「どこで」、「何を」、「どのような方法で」と具体的な手順（説明、指示など）を含めて話す
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Q11.写真や図、絵などの視覚的な情報（説明、指示など）などの手法も併せて話す
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【認知層】

937 127 272 313 225 399 538

100.0 13.6 29.0 33.4 24.0 42.6 57.4

【非認知層】 63 0 5 15 43 5 58

100.0 0.0 7.9 23.8 68.3 7.9 92.1ｐ値＝0.00000

【よく知っている】 501 95 168 153 85 263 238

100.0 19.0 33.5 30.5 17.0 52.5 47.5

【知っている】 322 30 92 120 80 122 200

100.0 9.3 28.6 37.3 24.8 37.9 62.1

【知らない】 114 2 12 40 60 14 100
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Q11.相手に無理をさせていないか日ごろから気にかけておく
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100.0 16.4 30.2 26.1 27.3 46.6 53.4

【認知層】

937 164 297 246 230 461 476

100.0 17.5 31.7 26.3 24.5 49.2 50.8

【非認知層】 63 0 5 15 43 5 58

100.0 0.0 7.9 23.8 68.3 7.9 92.1ｐ値＝0.00000

【よく知っている】 501 117 184 108 92 301 200

100.0 23.4 36.7 21.6 18.4 60.1 39.9
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100.0 12.4 30.7 32.9 23.9 43.2 56.8

【知らない】 114 7 14 32 61 21 93

100.0 6.1 12.3 28.1 53.5 18.4 81.6ｐ値＝0.00000（自由度2）
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Q11.相手の長所を見つけ、肯定的に話をする
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【認知層】

937 171 290 253 223 461 476
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【非認知層】 63 0 7 11 45 7 56

100.0 0.0 11.1 17.5 71.4 11.1 88.9ｐ値＝0.00000
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100.0 10.6 31.4 33.9 24.2 41.9 58.1

【知らない】 114 6 15 31 62 21 93

100.0 5.3 13.2 27.2 54.4 18.4 81.6ｐ値＝0.00000（自由度2）
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Q11.適切ではない行動を指摘するときは、その理由と望ましい行動についても簡潔に説明する
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Q12.あなたは今後、発達障がいのある人やその可能性があると思われる人と接する際に、

　　　その人の特性に応じて、配慮ある行動をとることができると思いますか。(SA)
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全体

発達障がいの認知

発達障がいに関する

知識


image33.emf
(ｎ)

(1000)

【認知層】

(937)

【非認知層】

(63)

【よく知っている】

(501)

【知っている】

(322)

【知らない】

(114)

全体

発達障がいの認知

発達障がいに関する

知識

行動できると思う

14.2

15.0

21.0

9.9

3.5

自身の負担にならない範囲

なら行動できると思う

41.0

43.3

6.3

51.5

40.4

15.8

なかなか行動できない（あま

り関わらないようにする）と

思う

23.3

23.2

25.4

17.0

30.4

29.8

分からない

21.5

18.5

66.7

10.6

19.3

50.9


image34.emf
Q15.障がいを理由とした不当な扱いをなくすためには「合理的配慮※」の実践が求められる、という考え方に対して、

　　　あなたの考えに最も近いものを選択してください。(SA)
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Q12.あなたは今後、発達障がいのある人やその可能性があると思われる人と接する際に、

　　　その人の特性に応じて、配慮ある行動をとることができると思いますか。(SA)
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Q6.相手に発達障がいがあるか判断できる
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Q6.相手の社会的障壁をイメージできる
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Q6.相手の社会的障壁を取り除く配慮がイメージできる
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Q6.実際にサポートを行った経験がある
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Q11.「いつ」、「どこで」、「何を」、「どのような方法で」と具体的な手順（説明、指示など）を含めて話す
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Q11.写真や図、絵などの視覚的な情報（説明、指示など）などの手法も併せて話す
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Q11.相手に無理をさせていないか日ごろから気にかけておく
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Q11.相手の長所を見つけ、肯定的に話をする
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Q11.適切ではない行動を指摘するときは、その理由と望ましい行動についても簡潔に説明する
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Q12.あなたは今後、発達障がいのある人やその可能性があると思われる人と接する際に、

　　　その人の特性に応じて、配慮ある行動をとることができると思いますか。(SA)
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相手に発達障がいがあるか判断できる
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相手の社会的障壁をイメージできる
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相手の社会的障壁を取り除く配慮がイメージできる
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Q13.今後あなたが、発達障がいのある人一人ひとりの特性に応じた配慮ある行動を求められるとき、不安に感じることはありますか。(MA)
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（上段：回答者数、下段：横％）

ｎ

大

阪

市

域

北

部

大

阪

地

域

東

部

大

阪

地

域

南

部

大

阪

地

域

1000 310 199 225 266

100.0 31.0 19.9 22.5 26.6

475 148 95 107 125

100.0 31.2 20.0 22.5 26.3

525 162 104 118 141

100.0 30.9 19.8 22.5 26.9

148 49 29 32 38

100.0 33.1 19.6 21.6 25.7

149 51 31 30 37

100.0 34.2 20.8 20.1 24.8

185 56 38 42 49

100.0 30.3 20.5 22.7 26.5

137 42 27 31 37

100.0 30.7 19.7 22.6 27.0

381 112 74 90 105

100.0 29.4 19.4 23.6 27.6

全体

性別

年代

男性

女性

18～29才

30代

40代

50代

60代以上


